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研究成果の概要：本研究では、戦後から現在まで日本人によって行われているアジア・太平洋

戦争の旧戦地における遺骨収集・慰霊巡拝という行為に焦点を当て、インタビューや資料収集

を通して、その概要を明らかにした。具体的には、戦死者の亡くなった瞬間と彼が置かれた戦

没地からの時間的・空間的隔たりが、霊をはじめとする死者へのイメージや想いを喚起し、遺

骨収集・慰霊巡拝という実践を促していることを明らかにした。 
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１．研究開始当初の背景 

従来の宗教研究において、戦死者慰霊の

問題は主に「宗教と国家の関係の問題」と

して、具体的には「政教分離」、「国家神

道」の問題として存在してきた。つまり、

慰霊の問題は「宗教と国家」という大きな

問題を考えるための資料としての副次的

な位置づけしか与えられず、そこに固有な

問題の探究が立ち遅れてしまったといえ

る。宗教研究の分野で、戦死者の慰霊につ

いて実証的調査・研究がおこったのは森岡

清美らの宗教社会学の分野からであった。

しかし、戦後や旧植民地などへの配慮は十

分ではなかったと言える。 

戦死者の社会的位置づけについての問題は、

ようやく川村邦光による戦死者の表象をめぐ

る研究によって対象化された。しかしこれは、

主にディスコースの位相でのみ問題化されて
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いるため、そのイデオロギー的な問題性がど

のような実践と結びついているのかというこ

とに関する目配りは十分とは言えない。 

他方、近年歴史学・民俗学などの隣接分野

において戦死者慰霊の研究が注目されている。

歴史学では従来の軍事史的研究に加え、民衆

史・地域史のミクロな視点から、これまで詳

細がわからなかった幕末から戦中にかけての

戦死者儀礼の実態に関する歴史資料の掘り起

しが進められている。民俗学でも地域の慰霊

実践や、戦争にかかわる民俗の実態解明がお

こなわれてきている。ただしこれらの研究は、

いまだ資料化を中心とした段階であり、例え

ばモニュメントや遺影そのものの社会的機能

を積極的に問うような研究は十分には打ち出

されていない。さらにこれらの研究では、近

代に入って日本が影響をおよぼした太平洋諸

地域における戦中・戦後の戦争観や、遺骨収

集や慰霊巡拝に訪れる日本人と戦後新たに生

じた接触や交流などはほとんど視野に入れら

れてはいなかった。 

本研究の研究代表者である西村は国立歴史

民俗博物館の「戦争体験の記録と語りに関す

る資料調査」（2002-2003）、ならびに、基幹研

究「戦争体験の記録と語りに関する資料論的

研究」（2004-2006）に共同研究員として参加

するなかで、上のような研究の現状理解にい

たった。 

 

２．研究の目的 

本研究は、アジア太平洋戦争戦闘地域にお

いて日本人による遺骨収集・慰霊巡拝につい

て、宗教人類学的な実証的調査を通して明ら

かにしようとするものである。そのために本

研究では、1)戦死者をめぐる儀礼的パフォー

マンス・実践的活動（遺骨収集・慰霊巡拝等）、

2)モノ・施設（モニュメント・遺影・遺骨、

戦跡・遺構・ミュージ 

アム等）、3)行為主体（地域社会と遺族会・

戦友会等）相互の社会的ネットワークの３点

に注目するものである。 

このような問題設定の下で、本研究はミク

ロネシア地域を中心に「南方戦」の記憶（グ

アム・旧南洋群島）に焦点を絞り、そこでの

儀礼･施設等の調査と、地域住民などへのイ

ンタビューから浮かび上がる論点を、「彼岸

工学」という新たな着想に基づいて論ずるこ

とを目的とした。 

研究代表者は、2004 年 11 月に開かれた九

州人類学研究会秋セミナーの場で、桑原知

子・山口正博らとともにモノを介して死者や

神などの「この世ならぬもの」を現勢的にあ

つかう実践的パフォーマンスへのアプロー

チを「彼岸工学」と名づけ発表した（西村明

「8.9 ナガサキ死者の位置―被爆した『霊魂』

のゆくえ―」、2005 年）。これは、従来の死者

儀礼研究が当該の社会・文化に共有されてい

るコスモロジーや信念体系の抽出を目指し、

その結果、「この世」と「あの世」の二元論

的理解に基づく静態的モデルに止まってい

たのに対し、それぞれのコンテクストにおか

れた行為主体が行為の反復をとおして醸成

し、かつ自らもそこに巻き込まれる可変的な

様式として死者に対する実践を位置づけな

おす試みである。 

本研究は、これまでの宗教学・文化人類学

が蓄積してきた儀礼や人々の行為・実践につ

いての学説や、パフォーマンス研究やフェミ

ニズム研究など関連分野における人々の行

為・実践へのまなざし、また情報を伝達しネ

ットワークを媒介する形式としてのモノに

焦点をおいたメディオロジー研究などにも

目を配りながら、フィールドワークを通して

得られるデータを直接的な資料として理論

化を試みた。 

 



 

 

３．研究の方法 

研究方法としては当初次の３点に着眼し

て進めた。 

1) 慰霊・遺骨収集等の戦死者をめぐる儀礼的

パフォーマンス・実践的活動 

2) モニュメント・遺影・人形・遺骨、戦跡・

遺構・ミュージアム等のモノや施設 

3) 地域社会と遺族会・戦友会等の行為主体相

互の社会的ネットワーク 

すなわち、戦死者や戦争体験の記憶をめぐ

ってモノを媒介として実践される社会関係

の構築・展開が、本研究の方法論的主題とな

ると想定していた。 

しかし、実際に調査を進めるなかで、上記

の社会関係の構築・展開が遺骨等のモノだけ

に留まらず、時間的・空間的「隔たり」に基

づいていることが明らかとなり、それを本研

究における「彼岸工学」的研究の中心に据え

た。その上で、戦友を亡くした元兵士、戦死

者の遺族、遺骨収集や慰霊巡拝に関与する宗

教者の三者について考察を行った。 

具体的な調査方法としては、まず、遺骨収

集や慰霊巡拝の参加者や関係者へのインタ

ビュー（慰霊実践組織のメンバーとそれに協

力した現地住民）、慰霊祭等の画像資料・映

像資料の収集を行った。なお、当初は海外調

査を中心とする予定であったが、研究協力者

の状況変化に伴い、国内調査に比重を移した。

国内調査では、日本国内で遺骨収集と慰霊巡

拝を報告した出版物の状況把握・収集と、過

去の遺骨収集に関わる新聞記事等の収集を

行った。 
 
４．研究成果 

(1)研究の主な成果 

 本研究の主な成果としては、①戦友を亡く

した元兵士、②戦死者の遺族、③宗教者のそ

れぞれについて次の点が明らかになったこ

とである。 

 

①元兵士については、生死を分けた瞬間と場

所からの時間的・空間的隔たりを埋める作業

として慰霊巡拝があったということを指摘

した。 

②遺族については、遠く隔たった戦地での最

期を看取れなかったという想いから戦地に

向かい、死者への共感と共苦、戦友らのサポ

ート、区切りと再出発といった状況が見られ

ることを指摘した。 

また、①②に関して、遺骨収集・慰霊巡拝の

背景にある遺骨の偏在・不在状況が自宅の仏

壇や墓、忠魂碑・忠霊塔、さらには靖国・護

国神社といった場所への霊の遍在という状

況をもたらしていることを指摘した。 

③宗教者については、国家的公共性とは異な

る宗教的次元から遺骨収集・慰霊巡拝に関わ

り、死者たちや遺族・元兵士たちと向き合っ

ているということを指摘した。 

 

(2)得られた成果の国内外における位置づけ

とインパクト 

 従来、遺骨収集や慰霊巡拝に焦点を当てた

研究はほとんど見られなかったが、本研究に

よって大きく前進できたと言える。具体的に

は、日本宗教学会でパネルディスカッション

「現代日本の戦死者慰霊―慰霊の現場から

みえるもの―」を組み、遺骨収集や慰霊巡拝

への関心を共有する研究者たちと議論を行

ったことによって、本研究の意義が学会でも

広く認められるようになり、近年慰霊巡拝の

研究を発表している中山郁氏の論文「生還将

兵の戦地体験と慰霊 ―小田敦巳『一兵士の

戦争体験―ビルマ戦線生死の境―』の事例か

ら―」『國學院大學研究開発推進センター研

究紀要３』（2009 年 3 月）にも、本研究の成

果が言及されている。 

 他方、国際小島嶼文化会議の場で発表した



 

 

際に、島嶼文化の研究を行う海外の文化人類

学者や地理学者たちに、本研究の意義が認め

られ、会議参加者以外からも、後日ペーパー

の請求があるなど、反応が高かった。 

 

(3)今後の展望 

 本研究を通して、遺骨収集・慰霊巡拝その

ものの宗教学的意義が明らかになったばか

りではなく、歴史的出来事をどのように受け

止め、記録に留め、それを後世の人びとや直

接の関係者以外に伝えるかといった、より一

般的なテーマへの展望が開かれた。特に、「隔

たり」と「連続性」という解釈学的枠組みか

ら、諸宗教における聖典の編纂や伝道といっ

たテーマ群との比較の展望が開かれ、宗教学

への本研究の貢献の可能性が開かれると同

時に、宗教学・宗教史の蓄積を本研究のテー

マに接続した上で、現在、研究と実践の双方

からさまざまに議論されている、歴史的出来

事の記憶と記録の継承の問題に対して、成果

を応用する可能性が開かれたと言える。 
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